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議長に高橋敬治氏
副議長に浅賀元希氏が当選
　４月28日に令和７年第２回臨時議会が開会され、専決処分の承認１件、議会

人事による議長・副議長などの選挙７件、第１・第２常任委員と議会運営委員

の選任、副町長・監査委員の選任など同意３件を行いました。

議長　高橋　敬治 副議長　浅賀　元希

　議員各位からの推挙により、２度目の

議長に就任となり、その責任の重さに身

の引き締まる思いであります。

　議長として、一人ひとりの意見を尊重

し、集約し、公平で公正な議会運営に努

めてまいる所存であります。

　議会には、町政の進展と住民福祉の向

上のため、「町の具体的政策の最終決定」

と「行財政運営の批判と監視」の役割と

責任があり、議員各位には「自らの言動

責任」と共に、住民の声を町政に反映さ

せるべく「提言、立案、問題解決能力」

が求められます。

　４月の議会議員選挙において、７人の

新人が当選され、非常に多様性に富んだ

議会構成となり、今後の活躍が大いに期

待されているところです。

　町民の皆さまには常日頃より、町政発

展のために温かいご支援ご協力を受け

賜っておりますことに改めて感謝申し上

げ、就任のご挨拶といたします。

　このたび、議員の皆さま方の推挙を賜

り、副議長の要職に就くこととなり、大

変責任の重さを感じております。

　西伊豆町では、少子高齢化の進行に歯

止めがかからない状況であり、教育環境

整備、ごみ処理問題、防災・減災対策と

大きな問題をかかえている状況です。地

方自治体は、首長（町長）と議会議員は

それぞれ選挙により選ばれる二元代表制

となっています。そのため町の課題への

取組は、町長にだけ責任を負わすもので

はなく、我々議会議員にも重大な責任が

あります。大きな問題解決を図るととも

に、子どもから高齢者まで誰でもが、安

全で安心して暮らせる、西伊豆町を目指

していきます。それには、町民の皆さま

の声が重要だと思います。是非とも忌憚

のないご意見をお寄せいただきますよう、

お願い申し上げまして、就任のご挨拶と

致します。
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議会選出監査委員
	 	 　　磯　　清彦

議会運営委員会の構成
　 委員長　　　仲田　慶枝

　 副委員長　　加藤タヅ子

　 委員　　　　中島　　健

　 委員　　　　河内ひとみ

広報編集委員会の構成
　 委員長　　　浅賀　元希

　 副委員長　　土本　直矢

　 委員　　　　山本　　豊

　 委員　　　　加藤タヅ子

　 委員　　　　仲田　慶枝

組合議会の議員
西豆広域行政組合

　　土本　直矢 　加藤タヅ子 　浅賀　元希

下田地区消防組合

　　堤　　圭祐　 磯　　清彦

一部事務組合下田メディカルセンター

　　中島　　健　 河内ひとみ

南伊豆地域清掃施設組合

　　山本　　豊　 仲田　慶枝

各常任委員会の構成が決まりました

第１常任委員会

山本　　豊

委員

高橋　敬治

委員

河内ひとみ

委員

仲田　慶枝

委員長

堤　　圭祐

副委員長

〔所管〕�総務課・窓口税務課・健康福祉課・

会計課・教育委員会

第２常任委員会

中島　　健

委員

磯　　清彦

委員

土本　直矢

委員

加藤タヅ子

委員長

浅賀　元希

副委員長

髙
たか

木
ぎ

　光
こう

一
いち

氏

【宇久須】

副町長

山
やま

地
じ

　純
よし

正
たか

氏

【宇久須】

代表監査委員

〔所管〕�まちづくり戦略課・防災課・環境課・

産業振興課・建設課・企業課
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所信表明

　２期８年間の町政運営を信

任いただけたものと考えます

が、町民の声や思いに応え

られていない点も認識してお

り、今後も町民の声に耳を傾

け、期待に応えられるよう努

力していきたい。

津波対策と避難体制

　過去８年間で５か所に津波

避難タワーを建設し、今後も

建設を控えています。併せて

既存の避難路の再点検や必要

な整備を再確認して、まずは

命が助かる場所の確保を確実

に行っていきたい。

　また災害後の避難生活に関

して、避難所の不足や医療難

民発生懸念など、重要課題と

して取り組んでいきます。

人口減少対策と定住促進

　西伊豆町は合併後21年で約

4,000人（３分の１以上）の

人口が減少しました。帰って

きたくなる町、帰ってこられ

る町にしなければならない。

また、移住者の受け入れにも

力を入れる必要があります。

子育て・教育環境の充実

　給食費無償化や出産・子育

て助成などの施策を実施して

いますが、少子化に歯止め

がかかっていないのが現状で

す。一番の要因は子どもを産

み育てる世代が少ないことで

す。子どもが少ないからこそ

できる手厚い教育環境の整備

なども今まで以上に力を入れ

て、子育て世代に選ばれる町

にしたいと考えます。

　学び舎・園の整備も待った

なしです。子どもたちが安全

で安心できる場所での園生

活・学習する施設は必ず必要

になります。子どもたちに使

う費用は未来への投資です。

観光業の再生と革新

　観光業はコロナ前の宿泊者

数に近づきつつあるものの、

完全に戻ったとは言えない状

況です。繁忙期にはしっかり

と誘客し、閑散期においても

新しいチャレンジでお客様を

お迎えする仕掛けが必要で

す。失敗を恐れずチャレンジ

しなければ生き残れないほど

窮地に立っているという認識

です。

産業振興と地域経済

　気候に合った農作物の栽培

に取り組んだり、既存事業の

拡充にチャレンジする方の支

援を行っていきます。また中

間マージンを抑えた販売がで

きる体制を有効に活用してい

ただければと考えます。

　林業については極力輸送を

しない地産地消を行う必要が

あります。川上から川下まで

しっかりとした流れをつくる

ことによって林業の充実・雇

用の安定・災害の温床の解消

などを行っていきたい。

　水産業に関しては、藻場の

形成による漁業資源の増加な

ど、育てる漁業・関与する漁

業も成果を上げ始め、移住組

の漁業者も増えつつあります

ので、今後もこの事業が大き

く育つように取り組みたい。

　漁業以外で漁港を活用する

海業も推進し、観光客の獲得

に繋げていきたい。

　商工業は物価高に苦しむ町

民への支援をし、町内での購

買を今後も促したい。

健康長寿のまちづくり

　病気にならない・なりにく

い生活を心掛けるとともに、

介護予防・ラジオ体操・サロ

ンでの活動を通して少しでも

長く自分のことは自分ででき

るような取り組みを強化して

いきたい。７年度は保健師が

地区を回り、取り組みの説明

に伺うことを予定していま

す。元気で長生きできる取り

組みを継続していきたい。

　課題は山積していますが、

できることから着実に施策を

実施して参りたいと存じます

ので、皆様のご理解とご協力

をお願い申し上げます。

課題山積も着実に施策を実施！
令和７年度

西伊豆町長

所信表明（抜粋）
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町政継続の評価と課題

質�問　町長が無投票再選され

た理由は、具体的にどのよ

うに分析するのか。

町�長　選挙が行われる以上、

対抗馬が出なかったという

ことは、当然、ある程度の

ご信任がなされているもの

と考えています。また、コ

ロナ後の経済対策として

は、サンセットコインなど

さまざまな施策を実施して

まいりましたし、防災対策

も、着実に取り組んでいる

ものと認識しております。

質�問　これまでの町政運営で

の反省点は。

町�長　反省点としては、学校

の問題を解決することがで

きなかったことが挙げら

れ、これは反省すべき点で

あると考えています。

新議会とどう向き合うか

質�問　今回、新人候補が全員

当選したことは、町民が議会

に新しい風を求めた結果であ

るとの見方もある。このよう

な新しい構成の下での議会と

なる中、今後の行政運営にお

いて、議員・議会との関係を

どのようなスタンスで進めて

いく考えか。

町�長　議員の方が入れ替わろ

うが、そうでなかろうが、

行政運営としてのスタンス

は変わりません。新人議員

であるかどうかや、これま

で長く活動されてきた議員

かどうかといった点で、特

別扱いするようなことは一

切ありません。この議場に

いらっしゃるすべての議員

は、町民の代表として等し

く一票を持っており、地域

や経歴に関係なく、皆さま

の意見を尊重しています。

従って、前任の議会構成で

あっても、現在の構成であっ

ても、行政としては同じ姿

勢で議会に対して説明を行

い、さまざまな提案をさせ

ていただく考えです。

町民との対話を行政へ

質�問　町民の声に耳を傾けて

可能な限りその期待に応え

ていくと述べているが、具

体的には、どのような方法

で町民の声を聞き取り、そ

れを町政に反映していく考

えか。

町�長　私は町内を回ることが

多く、町民の皆さまから直

接声をかけていただく機会

もあります。そうした場で、

いただいたご意見は、施策

に反映できるものは積極的

に取り入れています。すぐ

に対応できるものは即対応

し、実現が難しいことは、

町民の要望として真摯に受

け止め、必要に応じて検討・

実施していきたいと考えて

います。

　�　町民のご意見をより的確

に行政運営へ反映させるた

めに、来年度の予算編成前

に町民の声を聞く機会を設

けたいと考えています。今

年度は、９月から10月の初

め頃に、町政運営に関する

ご提言をいただける場を設

け、その意見をもとに予算

編成方針を組み立てていく

予定です。もちろん、すべ

てのご意見に即応できるわ

けではありませんが、でき

る限り町民の声を反映させ

るよう努めてまいります。

大 綱 質 疑

所信表明を述べる町長
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６
月
定
例
会

開 催 期 間 ６月４日から６月６日まで

審 議 し た 案 件 町長提出議案　５件　　報告　２件　　選挙　１件

可 決 し た 議 案

漁港管理条例の一部改正　
水上オートバイ等の安全な利用の促進に関する条例の一部改正
町指定金融機関の指定について
令和７年度一般会計補正予算（第１号）修正案
仁科築地地区津波避難タワー建設工事請負契約の締結について

木質バイオマス木質バイオマス発電発電
整備工事施工監整備工事施工監理理業業    務減額修正務減額修正

近年の物価高騰による管理
コスト上昇及び、海業推進の
観点から漁船以外の船の漁港
利用料を上げ漁協の収入を増
やすため、条例で定める特別
泊地（安良里マリーナ）及び、
その他の漁港施設で停係泊又
は陸置きする際の利用料を改
正します。船長10ｍ未満の船
舶の利用料が１ｍにつき月額
５千円になるなどです。

町内全海域での年間を通し
た危険行為に対する抑止力の
向上を図るため条例に罰則規
定を設けます。違反した者は
６月以下の拘禁刑又は50万
円以下の罰金になります。

指定期間が満了するため、
７年７月１日から９年６月
30日までの２年間、三島信用
金庫を指定します。

歳入歳出にそれぞれ6642
万８千円を追加し、予算総額

を87億1642万８千円とし
ます。価格高騰緊急支援給付
金2600万円、田子みなと公
園公衆便所浄化槽交換工事
1300万円、木質バイオマス
発電施設整備工事施工監理業
務730万円、仁科認定こども
園津波シェルター購入費767
万円、年次点検などに伴う町
外ごみ処理業務215万８千
円、ガストロノミーツーリズ
ム事業業務委託200万円、伊
豆西南海岸観光誘客推進協議
会負担金223万３千円、公
用車のＮＨＫ受信料をカー
ナビ設置年月日まで遡る88
万４千円などです。

漁港管理条例の一部を改

正する条例　　（全員賛成）

指定金融機関の指定につ

いて　　　　　（全員賛成）

一般会計補正予算

（第１号）原案
水上オートバイ等の安全な

利用の促進に関する条例の

一部を改正する条例

（全員賛成）
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施設施設
整備工事施工監整備工事施工監理理業業    務減額修正務減額修正

◎�経営計画の考え方、事業内容、事業
の進め方など問題点が浮き彫りに
なったため、一度立ち止まり問題を
解決する必要があると考えます。

問�　価格高騰緊急支援給付金

は６年度の給付金とは異な

る新たな給付金か。

答�　６年度中に把握できな

かった対象者への調整給付

金の不足額給付です。

問�　ＮＨＫ受信料が発生しな

いように公用車からモニ

ターを外すことは可能か。

答�　ナビとバックモニターは

必要なので外すのは難しい。

歳入繰入金を730万円減額
し、木質バイオマス発電施設
整備工事施工監理業務730万
円を０円に改めます。
【修正案提出者への質疑】
問�　木質バイオマス発電施設

整備工事は予算通過し事業

が進められることになって

いる、事業を執行するため

に必要な業務委託を不必要

というのか。

答�　問題点が出てきたので事

業をもう一度見直す期間を

設け、やはり必要であれば

進めていただきたい。

【討論】
原案に賛成

　この事業は３月定例会で十

分討議され承認されている。

�　さらに町の総合計画にも事

業として入っている。町に

とって有用な事業で、ＦＩＴ

制度や補助金申請などを考え

ると遅滞なく進めるべきと考

え、原案に賛成。

契約金額は２億８160万円

で契約の相手方は河津・国本
特定建設工事共同企業体です。
敷地面積は1198.44㎡、避
難床面積は107.10㎡、避難
床の高さは11.13ｍです。
問�　階段は４人が並べる幅か。

答�　バリアフリー基準では

140㎝となっていますが、

３名が並んで上れる幅とし

て165㎝としました。

問�　深さ20ｍの砂礫層（Ｎ値

25 ～ 30）を支持層として、

施工可能と思うがいかがか。

答�　設計事務所に委託し、横

の衝撃も含めて工法検討さ

れていると考えます。

笠井政明氏（東伊豆町）10票

平野正紀氏（小山町）　　0票

多くのプレジャーボートなどが停泊する安良里マリーナ

一般会計補正予算

（第１号）修正動議

（賛成５：反対４）

一般会計補正予算

（第１号）

修正部分を除く原案

（全員賛成）

仁科築地地区津波避難タ

ワー建設工事請負契約の締

結について

（全員賛成）

静岡県後期高齢者医療保険

広域連合議会議員の選挙
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　議会に関する人事案件の選

挙、選任、同意を行い、税条

例の一部を改正する条例の専

決処分の承認を審議しました。

西伊豆町税条例の一部を改
正する条例の専決処分の承認
を行いました。

質�問　２輪の排気量が125CC

以下かつ最高出力が４キロ

ワット以下のものは２千円

排気量が90CC を超えるも

の、出力が0.8キロワット

は2400円、小さいバイクの

ほうが税金が高いと思われ

ますがいかがか。

窓�口税務課長　これまでの電

動機付自転車は定額出力が

基準でしたが、新たに追加

されるのが、最高出力４キ

ロワット以下となり、基準

が違うので、比較ができな

いものです。

　髙木光一氏を副町長とする

ことに同意しました。

（３ページに写真あり）

代表監査委員　山地純正氏

監査委員　　　磯　清彦氏

　両名を選任することに同意

しました。

（３ページに写真あり）

会

議

名

審議した議案と主な内容
（議案名はわかりやすく変更しています）

堤
　
圭
祐

土
本
直
矢

中
島
　
健

磯
　
清
彦

河
内
ひ
と
み

山
本
　
豊

加
藤
タ
ヅ
子

浅
賀
元
希

仲
田
慶
枝

高
橋
敬
治

議
決
結
果

第
２
回
臨
時
会

専決処分の承認（西伊豆町税条例一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認

副町長の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意

監査委員の選任（識見者） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意

監査委員の選任（議選）※ ○ ○ ○ ※
退 ○ ○ ○ ○ ○ － 同意

６
　
月
　
定
　
例
　
会

漁港管理条例の一部を改正する条例案について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

水上オートバイ等の安全な利用の促進に関する
条例の一部を改正する条例案に

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

指定金融機関の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

一般会計補正予算（第１号）修正動議 ○ ○ × × ○ ○ × ○ × － 修正案
可決

一般会計補正予算（第１号）修正を除いた部分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

仁科築地地区津波避難タワー建設工事請負契約
の締結について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

議案の議決結果議案の議決結果 賛成…○　反対…×　欠席…欠　退場…退

議長（高橋敬治）は採決に加わりません。　※該当者（磯　清彦）採決に加わりません。

第２回臨時会
令和７年４月 28日

西伊豆町税条例等の一部

改正（第１号専決処分）

（全員賛成）

副町長の選任

（全員賛成）

監査委員の選任（２名）

（全員賛成）
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質�問　ふるさと納税寄付金額

が２年度をピークに減少し

ている要因は。

町�長　制度改正に対応したこ

とによりお得感が減ったこ

と、年末の出荷遅延による

マイナス評価が影響したと

考えます。

質�問　新たに始めた取組は。

町�長　プロモーションと返礼

品の強化です。紙の感謝券

を再開させます。また、旅

行に関する返礼品は中間事

業者に一部を委託します。

質�問　リピーターが多いが西

伊豆ファンを増やす取組は。

町�長　カレンダーとダイレク

トメールを送っています。

さらにきめ細かい対応をし、

旅行に行こうと思えるよう

な取組を引き続き行いたい。

質�問　７年度寄付額予算が10

億円だが、適正と考えるか。

町�長　合併による財政措置の

終了により４億円の穴埋め

が必要です。事業継続と新

たな住民の要望に応えるた

め10億円を確保できる体制

を取りたいと考えています。

質�問　堂ヶ島からトンボロの

観光客への駐車場対策は。

町�長　ＧＷには堂ヶ島温泉ホ

テルの駐車場を有料解放し、

成果が上がりました、今後

も観光協会と協議しながら

対策を行っていきます。

質�問　堂ヶ島エリアを整備す

る計画は。

町�長　黄金崎の整備が終了後

に国や県の有利な補助金を

得て整備に取り掛かりたい。

質�問　地域一体となっての

マーケティングや観光資源

の磨き上げ、人材育成、情

報発信などを行うＤＭＯの

整備が必要と考えるが。

町�長　観光の磨き上げに必要

と考えます。先進地下呂温泉

の視察では、観光協会や商工

会などが主体となるべきとの

ご意見でした。今後は町と３

者の連携でより効果的な事業

への発展を目的とし協議を進

め、設立へつなげたい。

GWのトンボロ臨時駐車場

一 般 質 問一 般 質 問

仲
なか

 田
だ

 慶
よし

 枝
え

 議員

ふるさと納税寄付額予算は適正か
（町長）事業継続と要望に応えるために 10億円

堂ヶ島エリアの駐車場

今後も観光協会と協議

DMOの整備は

3者の連携で設立へ
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一 般 質 問一 般 質 問

質�問　公設民営であるため、

初期投資の3.7億円を除外

して黒字とする試算には疑

問がある。町としては、赤

字リスクや補填体制は。

町�長　初期投資を含めず事業

収支のみで黒字試算です。

赤字の可能性もゼロではな

く、補填が必要な場合は株

主総会の判断で対応します。

会社としての借入れや、第

三者から出資を募る可能性

はあると考えます。

質�問　町が主体となって発電

するのではなく、既存の林

業事業者を支援し、チップ

で収益化を図るなど、リス

クの低い民間連携型の支援

の検討はしてきたのか。

町�長　検討しましたが、結果

として、バイオマス発電以

上に収益が見込めないとの

判断に至り、断念した記憶

があります。

質�問　町が約3.7億円を投じ

た森と海の６次産業プロ

ジェクトは、５社に対して

個別の成果指標が設定され

ておらず、成果の検証が不

十分では。今後の改善策は。

ま�ちづくり戦略課長　全体の

ＫＰＩのみで個別の設定は

行っておりません。今後は、

事業者ごとに客観的な成果

検証が行える体制を整備し

ます。

質�問　地域課題に取り組む企

業との連携や受け入れ体制

への、町の今後の姿勢は。

町�長　必要な事業者とは適宜

お付き合いしていきます。新

規参入でも、公募でも、いい

事業者があれば組むのが町の

スタンスです。

質�問　人口減少と高齢化に伴

い、行方不明者や犯罪への

不安が高まる中で、防犯カ

メラは、地域の安全インフ

ラとして重要だと考える。

主要道路や町の出入り口、

通学路、公共施設などに防

犯カメラを設置する考えは。

町�長　町としても必要だとい

う認識はしておりますの

で、近隣市町の動向などを

参考にしながら検討してい

きたいと考えています。

土
つち

 本
もと

 直
なお

 矢
や

 議員

バイオマス発電の赤字リスクは
（町長）初期投資を含めず事業収支のみで黒字

バイオマス発電設置仁科予定地（役場増進センター裏）

森と海の 6次産業

今後は個別の成果検証

監視カメラの導入は

必要だと認識
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一 般 質 問一 般 質 問

質�問　役場のコンプライアン

ス問題への部署と体制につ

いて町長の考えは。

町�長　町には「西伊豆町ハラ

スメント防止要綱」があり

ます。

質�問　コンプライアンス違反

と対処法は。

町�長　問題が発生した場合、

調査を行い、調査結果に基

き必要な措置をしています。

質�問　他の市町では無記名で

周りの方の意見も出しやす

いと思われる単純な目安箱

の設置もあるが、目安箱の

設置はいかがか。

町�長　目安箱は設置しており

ませんが、庁舎内だけの

チャットアプリを導入し、

庁内どの職員にもアプロー

チすることができます。

質�問　ハラスメントと解雇が

混在する場合など、町を支

える若者。お年寄りを支え

る若者の育成の観点からす

ると西伊豆町で留まり就職

した職場での解雇、自主退

職に至るまでのお互いに話

し合いができること。話を

聞いてもらう場所があるだ

けでも問題が発生した場合

の抑止になり、昨今の多様

性．持続性の社会を担う若

者たちの考え方を取り入れ

る場所になると思うがいか

がか。

町�長　私も同感であります。

少しでもこの西伊豆町に魅

力を感じて入職された職員

が長く働ける環境を考えて

います。

質�問　人の目を気にせずに話

しができるプライバシーが

保たれる個室等の相談室の

設置は。

町�長　過去には町長室しか個

室はありませんでしたが、今

は副町長室も囲いがありま

す。ケースバイケースで庁内

にある空き会議室なども利用

して相談を受けています。

加
か

 藤
とう

 タヅ子
こ

 議員

役場のコンプライアンス対策は
（町長）ハラスメント防止要綱があります

相談室にもなる会議室

目安箱の設置は

設置はしていません

違反と対処法は

調査で必要な措置を
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一 般 質 問一 般 質 問

質�問　町は令和５年から磯焼

け対策としてウニ駆除を行っ

ているが、その効果をどのよ

うに把握をしているか。また、

駆除したウニはどのように処

理をされているか。

町�長　地元ダイバーと連携

し、経過観察を実施し、効

果を把握しています。

　�　駆除したウニは釣り客へ

のコマセとして、地元飲食

店に食材として、静岡県水

産海洋技術研究所に試験用

に供給しています。

質�問　今後、駆除したウニを

廃棄していくことも予想さ

れるが、生ごみを堆肥化さ

せる資源循環システムの導

入、又は現在実施している

近隣の町との連携を検討し

ていただけないか。

町�長　堆肥化させる実証実験

も行っており、いいものだ

と認識していますが、実際

それをどこで行うかという

ことになってきますので、

有用だと認識していますが、

今現在は考えていません。

質�問　配置型の磯焼け対策を

検討できないか。

町�長　地球温暖化対策の一環

としては必要なことと認識

しています。今後検討はさ

せていただきます。

質�問　水道料金などの支払い

をコンビニエンスストアに

て支払いができないか。

町�長　ランニングコストがか

かるため、行わない選択を

してきました。

質�問　電子決済での支払いを

検討したことはあるか。

町�長　住民税、固定資産税、

軽自動車税、国民健康保険

税については、５年４月か

らできるようになっていま

す。なお、水道料金や介護

保険料などの公金は８年９

月より制度が開始予定なの

で、今後検討していきたい

と考えています。

中
なか

 島
じま

 　 健
たけし

 議員

磯焼けへの対策は
（町長）地元ダイバーと連携し効果を把握

西伊豆町の海を守るために磯焼けの対策を

ウニの堆肥化は

いいものだと認識

水道料金などの電子決済

今後検討していきたい

配置型の磯焼け対策

必要なことと認識
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一 般 質 問一 般 質 問

質�問　発電事業設置場所を宇

久須のＡＧＣＭ敷地に置く

理由はどのようなことか。

町�長　既存の建屋、事務所ト

イレ、給排水設備が利用で

きることによるコスト抑

制。燃料原木を置くための

広い土地があること。宇久

須港に隣接しているため将

来の輸送拠点となりうるこ

と。以上３点です。

質�問　発電に必要な材が不足

した場合、賀茂地区内の材

を活用するとのことだが、

それなら賀茂地区全体で川

下対策を考えるべきでは。

町�長　賀茂地区全体で対策を

行うことは、必要だと考え

ますが、広域になると運搬

コストが掛かるため木材を

運ぶと言うことに関しては

近い現場で行う方がメリッ

トになると考えます。

質�問　森林整備は、全国的な

問題だが、川下対策でバイ

オマス発電に取り組んでい

る自治体はごく少数である。

現在計画中のバイオマス発

電事業が本当に有効なのか

見直しの選択肢はないか。

町�長　川下の整備は必須、Ｃ

材の利活用としてバイオマ

ス発電事業が一番成り立つ

ものであり、現計画を進め

ることは大変有益と考えて

います。

質�問　親の介護で自分の生活

拠点と西伊豆町で生活をし

ている二拠点生活者に対

し、町の健康診断や予防接

種の支援ができないか。

町�長　介護のための二拠点生

活以外にも色々な家庭があ

ることは、承知しています

が、現行の制度の中ででき

ることを行っていきたいと

考えます。

質�問　国から出された新たな

被害想定を受け、新たな災

害対策の考え方は。

町�長　被害想定の内容は、厳

粛に受け止めております。

津波からの被害を防ぐため

これまで津波避難タワーを

設置してきました。津波避

難タワーの建設が終わりま

したら、今後は、避難路の

点検・改修のフェーズにも

移行する予定です。

バイオマス発電計画見直しは
（町長）現計画は大変有益

本年度建設予定の築地津波避難タワー建設地

二拠点生活者支援

現行の制度の中で

新たな災害対策は

避難路の点検・改修

浅
あさ

 賀
か

 元
もと

 希
き

 議員
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一 般 質 問一 般 質 問

質�問　バイオマス発電設置場

所は脆弱性や事業継続性（Ｂ

ＣＰ）リスクがあり、防災・

減災対策が取られていない

ことが、総合計画の趣旨に

反するのではないか。

町�長　津波は回避できません

が、コスト削減効果や宇久

須港隣接で、海上輸送の利

便性が期待できます。

質�問　再エネ賦課金（一般家

庭で年間約１万９千円負担）

がＦＩＴ制度の原資である

ため、全町民への詳しい説

明責任があるのではないか。

町�長　事業に関しては、町内

５箇所で行われた、町政報

告会で触れています。

　�　なお、住民説明会は柴区

及び仁科浜、築地区で現在

調整中です。

質�問　専門家による事業評価

の結果、黒字は難しく、（株）

トビムシの発電事業経験も

ないことから、第三者評価

委員会の設置が必要では。

町�長　黒字経営が可能との判

断で、委員会の設置は考え

ていませんが、今後の検討

によって、設置は可能と考

えます。

質�問　少子高齢化や人口減少

で、廃校は増加傾向にある

が、その多目的活用は住民

参加型の検討が必要では。

町�長　私も同感で、必要性は

強く感じますが、旧田子小

学校の跡地利用に関しては

何も決まっておりませんの

で、今、何かをどうすると

いうことはできません。

質�問　６月３日の静岡新聞に

「南伊豆町が離脱※」との掲載

があり、広域ごみ処理計画

の頓挫も考えられる。既存

の焼却施設は、今後10年程

度の使用が可能で、持続可

能な社会システムの構築に

は、ゴミの減量化、資源化

は不可欠であるが、具体的

な対策についての考え方は。

町�長　公式見解が出ておりま

せんので、コメントし難い

案件です。

※�６月24日付けで南伊豆町長

から南伊豆地域清掃施設組

合からの離脱の申出があり

ました。

山
やま

 本
もと

 　 豊
ゆたか

 議員

バイオマス発電設置場所は
（町長）コスト削減と利便性に期待

天然芝が鮮やかな旧田子小学校（広域避難場所）

廃校の多目的活用は

重要かつ慎重な取り扱い

広域ごみ処理の対応は

コメントし難い
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一 般 質 問一 般 質 問

質�問　訪問介護の基本報酬減

額への影響で町内の訪問介

護事業所が今年になって休

廃業が進んでいる。ヘルパー

確保を含め、実態調査及び

物価高騰に対する支援は。

介護福祉士や介護支援専門

員の受験費用及び更新手数

料費用と介護職に対する処

遇改善手当を、町独自で検

討するつもりはあるか。

町�長　県町村会を通じて国及

び県へ介護報酬を見直すよ

う要望しています。新たな

加算の創設には、財源の問

題など解決すべき課題があ

ります。なるべく元気で長

生きができる町をつくりつ

つ、介護職の処遇改善も、

町でできることは、取り組

んでいきたい。

質�問　住宅改修や福祉用具購

入は、利用者が初めから１

割負担で済むような給付券

扱いにするべきでは。

町�長　近隣市町の動向を注視

してまいります。

質�問　紙おむつ代の支給は非

課税世帯に限定されてい

る。課税世帯も支給対象に

できないのか。

町�長　国は廃止、縮小する方

針を示しておりますので、

今後の動向を注視しつつ、

本事業の方向性を検討して

まいります。

質�問　階段が上れなくなって

きている高齢者が増えてい

る。支援が必要な方のため

の避難タワーのスロープ化

や、津波避難場所の整備は

どうなっているのか。

町�長　避難タワーへ上がるま

での時間を想定しますと、

階段部分を３人で並んで上

がれるように整備した方が

良いと考えます。

質�問　福祉避難所は津波浸水

想定区域内となっている。

本当に避難できるのか。

町�長　受入れられないという

のが現状です。

河
かわ

 内
うち

 ひとみ 議員

介護事業所支援と人材不足対策
（町長）介護報酬見直しを国県に要望

車椅子で登れない津波避難路

紙おむつ代支給について

国は廃止の方向

避難タワーのスロープ化は

３人並んで上れる階段

住宅改修・福祉用具の
給付券は

近隣市町の動向注視
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一 般 質 問一 般 質 問

質�問　こども園建設候補地の

旧西伊豆中学校裏山の切土

調査について、６月末まで

を工期として調査中だが、

町長はどのように考えてい

るか。また、どのようなこ

ども園を思い描いているか。

町�長　現在調査中で、結果が

出るまで答弁できません。

質�問　先川地区移設の際、地

元住民との関係で断念せざ

るを得なかった過去がある

が、今後の進め方は。

町�長　先川と同じ手順で進め

ています。調査結果で建て

られることが判明したら候

補地の一つとして検討する

予定です。

質�問　８年には、仁科・賀茂

小学校で複式学級が３クラ

ス（６学年分）生まれてし

まう。統合を急ぐべきと考

えるが、進捗状況は。

教�育委員会事務局長　10 ～

11年の統合を目標に、小学

校・こども園の保護者と意

見交換会を開催しました。

質�問　統合の時期がはっきり

していない理由はなにか。

教�育長　賀茂小学校の一部の

児童が統合を２回経験する

ことになるため、子どもや

保護者の不安があり、話し

合いが必要と考えます。

質�問　西伊豆中学校と松崎中

学校の統合について今後の

展望は。また、５月20日の

西伊豆・松崎合同説明会で

発表した組合立とは何か。

教�育長　組合立とは、西伊豆

町・松崎町合同で組合を立ち

上げ、２町にまたがる学校を

管理運営する仕組みです。片

方の教育委員会に任せるので

はなく、お互い対等な立場で

よりよい教育環境づくりを進

めることができます。

町�長　今年生まれた子どもは

12年後に必ず中学生になり

ますので、先を見据えて議

論をし、政策を打っていか

なければなりません。

堤
つつみ

 　 圭
けい

 祐
すけ

 議員

こども園建設の候補地は
（町長）切土調査の結果待ち

旧西伊豆中学校裏山

複式学級の解消は

保護者と意見交換会

中学校の統合は

組合立も考える
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一 般 質 問一 般 質 問

質�問　農業経営者への具体的

な支援策はあるか。

町�長　はんばた市場やふるさ

と納税、ロケサポで生産者

の露出を増やすなどして、

販売力の強化をサポートし

ていきたい。

質�問　今年３月に、宇久須地

区、中地区に地域計画が設

定されたが、知らない人も

多いと思う。農地所有者や

生産者に説明会を開いたら

どうか。

産�業振興課長　地域計画策定

にあたり、農地所有者にア

ンケート調査を実施してい

ます。その際に、資料を送っ

て説明しています。今後も、

必要に応じて対応していき

ます。

質�問　町で、耕作放棄地を借

り上げて、家庭菜園などを

整備することは可能か。

産�業振興課長　市民農園など

については、農業委員会に

相談し、法律の範囲内で必

要性を判断した上で検討し

ます。

質�問　中地区で、農作業をし

にくい場所があり、農道を

整備すれば、作業性が非常

に良くなるが、整備できな

いか。

町�長　ただ農道を整備すると

いうことではできません。

耕作者が増えて、要望が上

がってくるようであれば、

意見をお聞きしたい。農道

ではありませんが、旧西伊

豆中学校のところに町道を

整備する予定はあります。

質�問　西伊豆中、松崎中で統

合の話がでたが、合同部活

動の話はストップするのか。

教�育委員会事務局長　ストッ

プするということではなく、

同時進行で協議は行ってい

きたいと考えています。

質�問　部活動指導員の導入は

考えているか。

教�育委員会事務局長　指導員

が確保できる部活から検討し

ていきたいと考えています。

磯
いそ

 　 清
きよ

 彦
ひこ

 議員

農業経営者の支援策は
（町長）販売力の強化をサポート

町道予定地から中地区方面を臨む

農道の整備予定は

意見を聞きたい

松崎中との合同部活動は

協議を続ける
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猿っ子おどり猿っ子おどり

　柴地区に伝わる「猿っ
子おどり」の起源は、はっ
きりしていませんが伝承
では昭和十七年頃まで
は、十六丁の櫓を持った
大きな船を宇久須湾に浮
かべて祭りを行ったと言
われています。なお昭和
五十年代までは「猿踊り」
と呼ばれていました。継

柴区前区長
地元の歴史の研究
に精通しています。

【投稿者】
浅賀丈吉さん

承者の高齢化により、子供会で引き続くこととなり、そ
の時から呼び名も「猿っ子おどり」となりました。「猿っ
子おどり」は５年に１度、宇久須神社の祭典で、柴の出
崎神社から月原の宇久須神社までお舟の形をした山車を
引き、その舳先で披露が行われました。また毎年11月
３日の出崎神社の祭典で奉納を行ってきましたが、現在
は宇久須神社・出崎神社ともに祭典が縮小されたため、
「猿っ子おどり」は残念ながら目にするとはできなくな
りました。

地 介紹域 宇久須ってどんなところ宇久須ってどんなところ町のい
いね！

町のい
いね！

　最近では「ハナイカ」という珍しいイカが話題に。赤
や黄色に体色を変える姿はとても美しく、多くのダイ
バーがその姿を見にこの地に足を運んでくれています。
地元の自然と、人のやさしさがぎゅっと詰まった黄金崎
公園ビーチ。リピーターが多いのも、きっとここに暮ら
す皆さんの温かいおもてなしの心が伝わっているからで
しょう。これからも、この素晴らしい海を大切に守りな
がら、地域の誇りとして、多くの人に愛される場所であ
り続けてほしいと願っています。

ダイビングショップ
の経営者で黄金崎
公園ビーチに精通し
ている方です。

【投稿者】
高木剛彦さん

黄金崎海岸黄金崎海岸

黄金崎の眼下に広がる静かな入江、地元では「根
合海岸」と呼ばれ親しまれてきたこの場所がダ
イバーの間では、「黄金崎公園ビーチ」として
全国に知られる人気スポットになっています。
海は一年を通して穏やかで透明度も高く、生物
も豊富。お客様から「楽園のようだ」と言われ
ることもあります。


